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学校教育目標等の更新及びそれに伴うアンケートの実施について 

 

 

 新春のお喜びを申し上げます。平素から本校教育活動にご理解・協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 本校は、学習指導要領（各学校でカリキュラムを編成する際の基準として文部科学省が定めたもの）が

示す「生きる力」の３つの要素である「知・徳・体」で構成された学校教育目標を掲げ、これを具体的に

実現するため、下記の重点目標を基にした教育活動を行っているところです。 

学校教育目標は本校でどのような児童を育てていくのかを明確に表す重要な言葉（フレーズ）であり、

学校として目指す方向が端的に表れているべきものです。一般的に学校の教育目標は、校長室等に飾られ

て長く変わらないというイメージがあり、その学校の伝統的な教育観を表してはいるのでしょうが、多く

の場合、形骸化しており、その学校が現在力を入れるべき取組の方向性を導くという役割を果たしていな

いのが現状ではないかと考えています。 

今年度新たに実施となった小学校学習指導要領では、「知・徳・体」の考え方は残しつつも、その「生き

る力」を一体的にとらえ、「①生きて働く知識・技能」「②未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表

現力」「③学びに向かう力・人間性」の３つの柱に沿って、本校の児童に着けるべき資質・能力を明確にす

ることとされています。 

現代は、子供たちを取り巻く状況が以前とは大きく変わりつつあります。私たちが行う教育活動を学校

教育目標が完全に決めるわけではありませんが、伝統は大切しながらも、「現状」「未来」に適合した教育

目標に見直していくことは重要だと考えます。 

以上のことから、今後、保護者の皆様や地域の方々のご意見を賜りながら、新しい本校教育目標等を再

設定し、全児童が新しい校舎で過ごす令和３年度からは、その具現化に取り組む教育活動を展開していき

たいと思います。 

 つきましては、再設定のための検討資料の１つとして、別紙のとおり皆様方のご意向を調査いたします

ので、なにとぞご協力をお願いいたします。 

 

記 

【現行】（平成２８年度から） 

学校教育目標 豊かな心を育み 自ら考え 学び たくましく生きる 舞鶴っ子の育成 

重点目標 

＜知＞ 自ら学ぶ姿勢を身に着けた子供の育成 

＜徳＞ ルールやマナーを大切にし、思いやりのある子供の育成 

＜体＞ 健やかでたくましく生きる子供の育成 

 

【令和３年度から】 

学校教育目標 （本校でどのような児童を育てていくのかを明確に表し、覚えやすい文言） 

重点目標 

＜上記①に係るもの＞（                          ） 

＜上記②に係るもの＞（                          ） 

＜上記③に係るもの＞（                          ） 



（別紙） 

 

 本校の学校教育目標等の再設定のための検討資料として、以下のとおり保護者の皆様方の意向をお聞か

せください。 

 お忙しい中、誠に恐縮ですが、この用紙を１月１４日（木）までに学級担任へご提出ください。 

 

問： 保護者として本校の教育活動に期待するものを３つ選び、（  ）に〇を記入してください。 

ふさわしい選択肢がない場合は、２５［   ］に記入してください。 

 

お子様（長子）の学年【   】年生 

 
１ 基礎学力を身に着けるための学習指導（   ） 
 
２ 音楽や図工における、歌や演奏、造形に係る指導（   ） 
 
３ 運動能力や体力を高めるための指導（   ） 
 
４ 周りの人との関係をうまくつくる力を養うこと（   ） 
 
５ 基本的人権や道徳、思いやりの心を教えること（   ） 
 
６ 表現力や、人とのコミュニケーションの大切さを教えること（   ） 
 
７ 社会のマナーやルールを教えること（   ） 
 
８ 失敗しても立ち直る力を身に着けさせること（   ） 
 
９ 多様性のある社会で活躍できる力を身に着けさせること（   ） 
 

１０ いじめの防止や対応策（   ） 
 
１１ 国や地域の伝統文化等を教えること（   ） 
 
１２ 安全や防犯について教えること（   ） 
 
１３ 規則正しい生活習慣を身に着けさせること（   ） 
 
１４ 食や健康について教えること（   ） 
 
１５ 環境問題について教えること（   ） 
 
１６ 自然体験の機会を与えること（   ） 
 
１７ 郷土や国を愛する心を育てること（   ） 
 
１８ ボランティア活動を体験させること（   ） 
 
１９ 性に関する知識を教えること（   ） 
 
２０ 将来の進路や適性、職業について考えさせること（   ） 
 
２１ コンピュータを使う力を育てること（   ） 
 
２２ 受験に役立つ学力を伸ばすこと（   ） 
 
２３ 実際の場面で話せる英語力を育てること（   ） 
 
２４ 経済や税金、投資などお金について教えること（   ） 
 
２５ ［                                           ］ 


